































































































ると、女形俳優は前者に区分される。リアリズムという言葉は多義的であるが、メイヤーの定義に基づいて説明すると、俳優が現実世界に生き 人間の行動を忠実に再現することを意味する。一方、ナチュラリズムは、人間の行動と環境が密接に連結してい 、科学的理性的、社会政治的な包括的システムを指す。 「自然主義」というと日本では文学の用語と重複してしまうため、本論ではナチュラリズム する。
verisim
ilar code 、ナチュラリズム、リアリズムはいず





























































れ立った手、ノドボトケ等、あらゆる男性的な要素が暴露され 女性というイリュージョンは簡単に破 れてしまうため、女形俳優は手先や化粧法まで非常に細かい注意を払う必要があっ 。映画では舞台とは異なり、リアリティを壊さないように慎重な所作と言った演技コードが必要とされたのだ。それ ナチュラリズムとは全く対極にある演技のコードであろう。　
②の「ポーズの形成」は、旧劇において尾上松之助が見得を切る
























とあるように、映画俳優 映画以前の舞台で習得した型 伝統をスクリーンにもたらした。当時の 俳優が全て 出身である以上、それは当然のことであっ　
型は表情を含まず、身体全体の身振りを指し、そこで表現されて
いるものこそ女性性である。女形の最大の武器は着物だ。着物は女形の男性的な肉体を隠し、着物の着こなし、歩き方、腕の振り下ろし方といった身振りにより女性を演じていく。いわば着物は の身体と切っても切り離せない一部なのだ 現実を表象する装置に対
して女形は着物を最大限活用した型に基づく特異な表象システムを形成 いった。女形は着物を利用した型による身体表現に、喜怒哀楽が基本のさまざまなシチュエーションを示す映画演技の型を融合させていった。外国映画にもあるような映画演技の型の一例としては、 『うき世』のある場面で、安堵した時にカメラ 向かって肩をなでおろしたりする立花貞二郎の動作がある。　
こうしたポーズや身体表現はファンからも多大に賛美され、文字
がまだ充分に書けない子供に人気 った尾上松之助とは異 り、立花貞二郎目当ての婦人観客の賞讃記事は当時 映画言説にあふれんばかりであった。立花をイタリア映画のディーヴァ女優フランチェスカ・ベルティーニだとする記述まで出てくるほどだった。　
女形俳優の身体は男性である故に、女性より一回り大きい。当然
その身体は舞台上で大きく見えるため舞台映えするわけだが、映画映えもする。だが、舞台では、身振り 大きくしたり、声を張り上げたりすることで、仮に身体が小さ ても他の要素で舞台映えのオーラを引き出 こと 可能だ。サラ・ベルナールが何よりそのが魅力的だったことはよく知られており、映画では声がないために彼女であってすら、観客に与えた魅力は半減したことであろう。映画は舞台と違 二次元の芸術であるため、舞台で可能な三次元的な作用、たとえば身振りによる空気の把捉、立体的な演技による観客の注意喚起が不可能で、また映画は、一方で記録の芸術 あるゆえに、観客の空気を読んで臨機応変に演技を工夫していくことも
九八
きない。また声によって身体的魅力の欠如を埋めることも不可能だ。オーラルな要素は全て弁士に委ねなければならない。舞台では俳優は三次元的 身振り、 など日常の感覚のいずれも欠如す なく直接的に観客に伝えることができるが、スクリーンでは画面を占める俳優の大きさ、身体の大きさは舞台以上に重要となる。体が女性より大きく、身振りもより女性性を抽出した型に基づき、顔もはっきりとし化粧も工夫している女形は、きわめて「スクリーン映え」するのであ 。たとえば『うき世』のある場面で、立花貞二郎が女性演じ 女中 会話する箇所があるが、女中は顔の作りも控えめで、身丈も低いため、立花の引き立て役として機能している。　
身体も顔の大きさも女形俳優は女優よりも一回り大きいことに加
え、さらに着物姿の女形俳優と背広姿 男の俳優が並ぶと、女形が着ている着物と羽織り、それに大きな鬘によって、女形は男性 俳優よりも大きく見える。小さな女優ではあまり画面 奥 位置づけられると、目立たなくなってしまうが、女形俳優 はそうした気遣いはいらない。男性が画面の手前に位置し 奥に女形が位置したロングショットが続いたとしても、十分スクリーン映えするのであ 。　
一九一〇年代の日本映画では、ロングテイクは舞台引き写しの進
歩しない形式として見られ、弁士の語り 字幕 ないこと、和楽器による伴奏、そして女形の使用と共に批判の対象として見られているが、これらの要素は俳優の演技に っ は必要な相互に連関するもの、新派では特に観客を泣かせる目的には叶うも であった。観
客は「お涙頂戴物」を観て泣きたい、という欲求がある。その欲求を利用して観客を動員できる。つまり、初期の日本映画の形式はたとえ多くの批判を浴びようと、観客からの需要に応え得るものであったのである。実際上、興行上のリスクも少ないから、製作者側にとってはこの形式をあえて変える必要はなかった。女形俳優の人気は、 りわけ興行者と映画館主の経済的な関心の的と った。女形俳優 需要があった だ。　
女形の演技は、身体によるある一定時間の身振りがあってこそ成
り立つ。ショットの持続時間が短ければ短いほど、そしてショットが女形に接近していけばいくほど女形にとっては自らの演技の効果が少なくなり、女形が女形たるべき状況は生じない。女形にとっ重要なのはまず身体言語であり、表情は副次的なものである。映画のように明確 表情が必要とされるメディアで 、微細 表情の色合いはスクリーン上ではモノトーンと化してしまう。女形の身体の動き、弁士の語り、和楽器の伴奏は相互に連関して新派映画 メロドラマ性を成立させる。これら 観客のハ カチを濡らすため 最高のコンビネーションなのである。　
さらに付け加えるならば、身体の身振りがスター性を倍増させる
























































































る一個の物体を借りて以て本体を説明」した 過ぎない 述べられてい 。木下八百子の浪子の方がはるかに役に接近しており、 「そのアクトは如何にも自然で、芝居 していない」とされる。また木下演じる浪子の魅力は、無垢で魅惑的な美しい顔 ほっそりした
美しい姿だとされる。このように、女優が演じる女性の役の意義は、演技が自然であることと、女性の身体が発する魅力の二点である。リアリズムとは異な 、女性の身体というナチュラリズムの魅力である。　「活動俳優所属並に人員」 （ 『活動之世界』一九一七年九月号
（
に
よると、女優の人員は日活では数名ほどにとどまって るが、 「日本活動女優総覧」 （ 『活動之世界』一九一七年五月号
（
によると、小
林商会では一二名の女役者が所属している。日活や天活といった大きな映画 社に属する 役者は少ないが、それよりも規模の小さい興行部には相対的 多くの が所属している。た えば中村歌扇は青江興行部に所属しており、ほかにも根岸興行部や森興行部等を見ると、五名から多くて一〇名を越え 女役者を擁 ている。女優に移行する以前の女性の演技者である女役者たちは、小林商会をはじめとする、群小の 活動の場を提供されていたのだ。　
さらに、女優に関しては、一九一〇年代および二〇年代には、新
































































































技には、役と当人の性の一致は実現 たものの、セクシュアルな女性性は欠如する いう逆説も孕むこととなった。日本における最初の女優は外国映画の模倣に安住するという近代性を獲得するために、数百年に渡って確立してきた身体表現による女性性を放棄したのである。もちろん男用にでき い 女性性の身体表現、すなわち型は女性の演技者には物理的 不可能なものであったが、その型 女用に作り替え ことは行われなかった。そして映画にお て、女 的な身体表現のオルタナティヴは、アメリカ映画 女優 演技コードの未熟な模倣に見出されることになった。　
このように、日本映画の女優たちは常にジレンマを抱えていた。


























することではなく、出演する女優がアメリカ映画的な演技コードを持っていることであった。ゆえに 水谷八重子は、アメリカ映画的な演技コードを持たず、伝統的な日本の舞台演技のコードに基づいていたために、たとえ女優であっても 映画革新の糸口とは見されなかっ 。　
そして、花柳はるみや英百合子といった近代的な女優、すなわち、
























































































































































宙づりにし、カメラ撮影との断絶をもたらし、そこにおいては「もの」が膨張していくのである。ディーヴァ女優の演技は形式ではなく形態として捉えられよう。例えば、ディーヴァ女優の先駆け ある アスタ ニーセンと「もの」についてシュルプマンは以下 ように述べている。 「彼（引用者註：アスタ・ニールセン
（
は階段、扉の柱、家具、花々、動物、




































































































































































en and the Silent Screen V
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rti （での口頭発表を加筆・修正したものである。
